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図画工作科における環境学習








改訂によってである｡すなわち､ ｢環境構成｣ (図画工作科 5年)や ｢環境のためのデザ





形的に構成 したり-｣となり､また､美術科では 1-3年に ｢環境デザイン｣として位置
づけられている｡ 当時は､本学習指導要領の実施年に合わせるように､文部省から ｢環境
教育指導書｣ (平成 3年 6月 ･中高校用､平成 4年 7月 ･小学校用)が発行 され､全教科













ら､十分な実践 とその盛 り上がりを欠いたまま､今後は中学 2､3年だけでその深まりを
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くれているものである｡つまり､ ∫･ギブソンが言 う ｢アフォーダンス｣として､人は環
境か ら行為の ｢意味｣や ｢価値｣を ｢直接知覚｣ し､かつ自らの行動を仕掛け､調を して
いると考えられている(2)0
このような人を取 り巻 く環境は､これを自然環境､社会環境､人工物環境､情報環境 と
して区分すれば分かりやすい(3)｡それ故､人がそれ ら環境の様々な場面で接 し､はたらきか
け調整する環境との相互作用は質､量ともに極めて多様であるといわなければならないし､







ている｡ しか し､そのことによって敗戦の物資不足による貧困からいち早 く立ち直 り､一
面その豊かさを実現 してきたことも事実である｡やがて､大量生産 と大量消費による社会
システムの出現やライフスタイルの変化の進展による多様な豊かさへの追求は､正にその



















のことながら注 目されてよい｡人と自然の関わりが､教育の一環 としての取 り込みとして
進められているからである｡五感を通 した自然とのふれ合いと多様な自然体験は､癒 しと
環境への関心を誘 う他､子供の成長 ･発達に欠かせない ｢生きる力｣を育む効果に期待 さ
れるからに他ならない｡即ち､平成10年からスター トした ｢.;､るさと自然塾｣ (環境庁 ･自
治省)や平成11年からの ｢子供パ ークレンジャー｣ (環境庁 ･文部省)などがそれである｡
また､農水省が推進する ｢グリーン ･ツー リズム｣ は､中長期滞在型の自然体験で､同時
に農山漁村の生活や文化にふれ地域 との交流をも目指 している｡ その他､以前から行われ
ていた文部省生涯学習の系統の臨海学校､林間学校､あるいは最近力が入れ られている国
立 ･県立の ｢少年 自然の家｣などでの野外体験学習 (小中学校生徒)による自然の中での
生活体験等がある｡
要は､このような自然体験を通 して､自然を注意深 く見つめ､あるいは耳をすませ､喚
覚や触覚などによって､自然から多 くのものを感 じ取 らせる手だてが先ず必要であろう｡
｢生涯消えることのないセンス ･オブ ･ワンダー-神秘 さや不思議 さに目を見はる感性｣
は､何よりも人 と自然の関わりの根底をなす もので､ ｢知ることは感 じることの半分 も重
要ではない｣と記 したレイチェル ･カーソンの言葉(4)は､まさに環境学習の原点として再認
識 されるべき意義をもつ ものである｡つまり自然から受ける感覚体験は､豊かな感性への
前提であり､ しか もイメージや発想の母体をなしていることは言 うまでもない｡また､こ
のような過程を経ることで ｢ネイチャーゲーム｣(5)等も､その高まりがさらに期待できる｡
他方､人に多 くのものを与えてくれる貴重な機会を有するこのような自然の保護 ･保全 ･
再生については､その動きが一部ではあるが始まっている.かっての緑地や砂浜､ウォー













その作品化を示 して環境造形として数 々の提案を している ｢アースワーク｣や ｢ラン ドス
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ケープ ･アーキテクチュア｣の理念と手法は大いに参考にされてよいものである. また近





















またそのモノの多 くがなければ､最早､人の生活は成 り立たなくなっている｡ 人の側にあ
るれ らのモノを区分すれば(9実体的 ･実感的に存在するモノ (たとえば机や リンゴ)､②
非実体的 ･実感的に存在するモノ (車座や映像)､③非実体的 ･非実感的で虚詩的に考え
られるだけのモノ (虚数空間やネットワーク)であるとされる働｡
















的に単一で自律的｣であり､それ自体が完結 しているのに対して､ - の道具概念は ｢使う･
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仕舞 う｣という相反する性格を同価値におき､ ｢仕舞 う｣ことにおいて住居に収納のシス





それと同時に人とモノの関わりや､モノを介 した人 と人の関わ りのルールや作法に､大き
な変更や変化を余儀な くしてきたことにも注目しなければならない｡そのことは､人 とモ
ノの関わりやその関わ りのあり様を､これか らの社会に向けた視線で､これを考え捉え直












表現に明確な目的意識を持 って向かわせ られるからである｡ また､その過程で社会におけ
るモノの取 り扱われ方や､モノを介 したルールやマナーと関連 した学習がなされなければ
ならない し､かつ容易にその学習過程が設定できる｡ そのため､環境造形学習の話合いや









3- 1.6年 ｢より楽 しい環境に｣ 平成 7年 附属小学校
① 目 標
･段ボールなどを使 って､開放的な空間で全身を使 った活動を楽 しもうとする｡
･場所を生か した楽 しい環境-の変化を考えることができる｡




② 活動の概要 (全 6時間)
時間 子 供 の 活 動 教 師 の 支 援
2/ 1 絵画室にある段ボールの山と出会う02 段ボールなどを使って､体育館裏で活 ○ 事前に､箱状にしたものやたたんだものなど様々な段ボールを準備 しておく○段ボールなどを使って体育館裏の




･PPテープを張り巡らし､木の枝に結 ○ 全身を使って楽 しめるように励ま
ぴつけるo 旦･雨や風で倒れたところを修理するo す〇〇 両に強いものにするよう投げかけ






｢うわ - ｡ 使 っていいの?｣という表情には､うれ しさが感 じられる｡ ｢使ってい
いですよ｡でも､ここではなくて体育館の裏で活動 します｡木や石やブロックなどが




他との仕切 りるつ くるようになる｡玄関やテーブルなども見られるようになる｡ 高学
年では､屋根や窓ができたり､装飾が施 されたりするようになる｡
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今回 もそうした特徴は見 られたが､違 う特徴 も見 られた｡今回の活動かいつ もの活
動 と違 ったのは､梅雨時に 1週 2時間ずつ 3週間に渡 って行 ったということである｡
最初の 2時間の活動後､ 1週間のうちに雨がふり､場所は水浸 しとなり､水を含ん
だ段ボールは崩れて しまった｡ 次の時間､残念そうな表情を浮かべた子供たちであっ
たがす ぐに気を取 り直 し､ ｢先生､ ビニル袋はありませんか ?｣と言 ってきた｡ ビニ
ル袋を渡すと､ ｢これで､雨よけをつ くろう｣と言 って活動を再開 したものであった0
適度な抵抗感があると､それに対応する工夫 も生まれるのである｡子供の活動の様
子の代表的なものをあげてみる｡
･段 ボールに結んだひもを木に巻きつけて固定する｡ (写真 1)
･PP (ポ リプロピレン)テープを木に巻き付け放射状に広げて､円錐形の空間をつ
くる｡ (写真 2)
･雨対策 として ビニル袋で屋根をつ くったり､傘を用いたりする｡ (写真 3､ 4)
･落ち葉を集めてビニル袋に入れ､クッションをつ くる｡ (写真 5)
その後は､でき上がった空間にいろいろな物を持 ち込んだり､休み時間に友達を招
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② 活動の概要 (全 8時間)
時間 子 供 の 活 動 教 師 の 支 援
2/ 1 お気に入りの絵葉書を紹介 し合うo ○ 紹介する前に､どんなところが好
･色がきれいで不思議な感 じが好き きなのか､作品をよく見ようと提案
･馬の絵が普通の馬 じゃないようにかい するo
てあるところがいい ･色 .形 .画面構成など
2 材料や方法を考えて､お気に入 りの絵 ○ お気に入りの絵葉書を飾る額をつ
葉書を飾る額をつくるo くろうと提案するo
･板を切って .厚紙を重ねて ○ 絵葉書に合うようにつ くる額の材
･段ボールに色をつけて 料を考えたり､どこに飾るかを考え
･スチロール トレーを重ねて3 できた額にお気に入りの絵葉書を入れ たりしようと提案する○○ 子供の思いに合わせて材料を紹 し方法例を示したりする○どんな で飾ろうと思 ったのか




まずは､ 1か月ほど前から ｢家にある絵葉書やチラシ､雑誌の切 り抜きなどを集め
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たり探 したりしておこう｡｣と呼び掛け､前 日に ｢集めたものの中から､ 1番お気に
入 りの ものを持 って来てね｡｣と連絡 した｡
やはり､少 し困難だったようで､全員は準備できなかった｡準備できなかった子供
たちには､教師が準備 したものの中か ら気に入 ったものを選ばせた｡ そうして､ ｢お
気に入 りの絵葉書を紹介 しよう｣ということで､それぞれが､どんなところが気に入 っ
ているのかを話 した｡持 って来た絵葉書 も､ ピカソ､シスレー､いわさきちひろ､ロ
イ ･リキテンシュタイン､山下清等の作品､風景の写真など多種多様であった｡
その後､ ｢その絵葉書等を飾るとしたらどうする?｣と尋ね､ ｢額に入れて飾 りた
い｣ということから ｢この絵葉書等に合 う額をつ くっていこう｣と提案 した｡
額をつ くる方法は､ベニヤ板を糸のこぎりで切 り抜いてつくる､スチロールの トレー
をカッターで切 り抜いてつ くる､段ボールや厚紙などを切 り抜いてつ くる等の方法で
あった｡額ができると､その額に入れてまた鑑賞会を行 った｡
さらに､額をつ くるうちに家のどこに飾 りたいという考えも生まれてきており､今
度は､そうした子供の思いをふまえて､疑似環境をつ くって飾 り鑑賞会を行 った｡
この学習では､次のように鑑賞の対象が少 しづつ変化 してきており､最後は環境を
意識 したものへと移 っている｡
･持ち寄 った絵葉書などを鑑賞する｡ (写真 6)
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4 ･おわ Uに
本稿では､図画工作科における環境学習､即 ち環境造形学習の内容を改めて検討 し､そ
の広が りを整理す ると共に学習方法について も言及 してきた｡その中で明らかになったこ
とは､環境造形学習は､想いや願望など子供のイメージを､様 々な材料を使 って自由に造
形化 し､明確な目的意識を もって具体化 させるために最 も適 した学習であることである｡
その場合､社会や自然､モノがテーマであり､その接点においてそれらの仕組みやルール､
作法の学習が伴 うものである｡ さらに､他教科 との重複や関連で､環境造形学習がより効
果的に行え､かつその際だ った特質 も発揮 され ることも窺えた｡
しか し､次期学習指導要領-の移行措置によって､図画工作科における環境造形学習は
見 られな くなってきている｡それで も小学生の早 い段階か ら､環境への配慮やその視点の
形成に向けた学習が叫ばれている中､図画工作科 においては全 くその手を休めておいてよ
い ものであろうか｡その ことで､現場では 環̀境造形学習はや り難い､造形遊びとたい し
て変わ らない､削除 されて もよいだろう'等の声があるとすれば､一考 されなければなら
ない問題であろう｡
確かに､次期学習指導要領の ｢環境｣ は削除はされたが､何等かの形で子供の自由で生
き々とした環境造形の表現学習ができない ものか｡そのことは筆者 らの願いであ り､本稿
への動機でもあった｡そこで､今後は工作的内容や造形遊びの領域の中で､自然や人とモ
ノの関係の主 旨を込めた学習ができないか考察 されて も良いように思われる｡ しか し､姑
息の感は免れず､かつ学習 目標の相違か ら､そ の実践には相当の無理が予想 されるが､同
時にまた極めて多 くの共通点を有す るか らに他な らない｡





(2)三嶋博之 ｢エコロジカル ･マインド｣日本放送協会 PP.209-2102000
(3)日本建築学会編 ｢人間一環境系デザイン｣彰国社 P.121998
(4)レイチェル･カーソン ｢センス･オブ･ワンダー｣上達恵子訳 新潮社 PP.23-241996
(5)ジョセフ･B･コーネル ｢ネイチォ-ゲーム｣吉田正人他訳 柏書房 2000











古崎 敬 他訳 勤草書房 2000
